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GPSマルチパスを用いた土壌水分観測：浅間山への適用例

Measuring soil moisture with GPS multipath: Application to Asama volcano
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地下水の存在は、測地観測において大きな擾乱源になることが知られている。この地下水擾乱の発生機構を解明する
ために、これまで数多くの研究がなされてきた。例えば Kazama and Okubo (2008)は、地下水モデルで予想される重力擾
乱が、浅間山で観測された重力変化とよく一致することを示した。
地下水擾乱の発生機構をより詳しく知るためには、測地観測と同時に地下水観測を高密度で実施することが不可欠で

ある。しかしながら、高価な地下水観測装置で多点観測を新たに行うことは非常に困難である。既設の観測網を有効活
用し、地下水そのものを直接的に観測する工夫が必要である。

そこで有効な方法が、GPSマルチパスを用いた土壌水分観測（Larson et al., 2007）である。そもそも GPS衛星から放
たれた電波は、GPSアンテナ近傍で多重反射する。この反射波（マルチパス）と直達波が干渉しあい、受信波の SNR値
は規則的に振動する。一方、地表で反射する電波は湿った土壌ほど強く反射するので、干渉に伴う SNR振動の振幅は土
壌水分量に応じて変化するのである。

我々は浅間山における高密度な地下水モニタリングを実現するため、浅間山で観測されているGPSデータに Larsonら
の手法を適用した。まず初期解析として、2007年 11月 16日（UTC）に浅間火山観測所で観測されたGPS生データから
SNR値を抽出し、その時間変化を観察した。その結果、マルチパスがGPSアンテナ近傍の土壌で反射したときに、SNR
値が振動している（T = 3-4 [min], P-P = 5 [V/V]）ことが分かった。また、この SNRの振動周期は、直達波・反射波の光
路差から理論的に予想される振動周期ともほぼ一致することが分かった。
今後は他の期日のデータにも同様の解析を続け、降水前後の SNR値の変化に注目していきたい。また、GPSアンテナ

近傍に設置している土壌水分計の観測結果とも照合し、GPSを用いた土壌水分モニタリングの可能性を探っていきたい。
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